
".
.

゛

加
藤
延
雄
・
久
永
省
一
共
著

『
新
島
襄
と
同
志
社
教
会
』

同
朋
舎
出
版
事
業
部
・
発
行
一
九
八
'
ハ
年
九
月

B
6
版
・
三
0
五
頁
二
、
 
0
0
0
円

加
艇
延
雄
・
久
永
省
一
共
著
『
新
島
襄
と
同
志

社
教
会
』
は
昨
年
九
月
刊
行
さ
れ
九
。
こ
れ
は
同

志
社
教
会
史
の
明
治
篇
と
し
て
加
藤
先
生
が
亡
く

な
ら
れ
る
(
昭
和
工
五
作
)
二
年
前
に
非
き
終
え

ら
れ
た
も
の
を
、
久
永
先
生
が
「
池
袋
清
風
日

記
」
や
「
基
督
教
新
聞
L
、
「
七
一
雑
報
」
な
ど

を
資
料
に
加
筆
さ
れ
、
そ
れ
に
黒
社
教
会
「
月

報
L
 
に
載
せ
ら
れ
九
明
治
篇
余
録
を
つ
け
加
え

て
、
今
回
恩
社
教
会
百
作
史
と
は
W
り
離
し
て

刊
行
さ
れ
九
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
原
史
料
と
し

て
「
第
二
公
会
祭
」
と
「
思
社
教
会
晶
第

一
部
S
第
五
部
L
 
を
用
い
、
史
料
の
欠
け
て
い
る

部
分
を
傍
系
資
料
で
補
い
な
が
ら
、
形
園
教
会
と

し
て
の
同
志
社
教
会
の
明
治
則
を
わ
か
り
易
く
冉

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
こ
の
k
力
の
特
徴
を
挙

げ
る
と
、
ω
著
者
は
新
島
襄
の
い
う
「
自
由
教

育
・
自
治
教
会
両
打
併
姦
家
萬
歳
」
の
具
休
的

実
践
と
し
て
、
教
台
と
釜
、
黒
社
と
黒
社

教
会
の
纂
不
可
籬
な
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
、
②
明
治
九
(
一
八
七
六
)

ノ
」

三
月
、
黒
社
教
会
の
前
身
西
京
第
二
公
会
が

設
立
さ
れ
、
明
治
一
九
(
一
八
八
さ
午
一
 
0

月
、
同
志
社
教
会
設
立
、
新
島
が
亡
く
な
る
明
治

一
月
ま
で
を
特
に
新
島
に
蕎
署
当
て
な

郁

が
ら
詳
述
し
て
い
る
こ
と
、
樹
徴
兵
猶
予
の
特
典

が
L
ナ
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
(
明
治
一
六
作
)
か
ら

再
び
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
(
明
竺
俸
)

ま
で
の
形
生
数
の
急
減
に
よ
る
鷲
県
花
の
状

況
、
組
合
教
会
と
一
致
教
会
の
合
併
問
題
(
明
治

二
O
S
 
二
年
)
、
宵
教
師
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ

ー
ド
と
の
関
倭
化
(
明
治
二
七
郁
)
、
同
森

綱
領
削
除
問
題
(
明
治
三
作
)
、
教
育
熟
叩
等

国
家
の
右
傾
化
傾
向
の
中
で
の
キ
リ
ス
ト
教
、
詞

志
社
及
び
同
森
教
会
四
高
を
詳
述
し
て
い
る

こ
と
、
で
あ
る
。
久
永
先
生
は
同
心
社
教
会
の

〒
人
の
『
発
』
は
、
新
島
襄
の
獅
器
迅
の
伝

道
旅
行
と
釜
益
探
諜
行
、
そ
れ
に
新
島
の

弟
子
た
ち
が
、
新
県
築
い
倫
霧
山
に
牧
師
と

な
っ
て
飛
び
散
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」
(
二

四
八
ペ
ー
ジ
)
と
井
い
て
い
る
。
新
島
は
熊
木
バ

ン
ド
を
始
め
多
く
の
良
き
弟
子
九
ち
を
も
ち
、
彼

ら
耕
島
の
雫
心
を
継
水
し
て
、
地
上
に
「
主
之

御
圈
」
本
鴛
子
る
こ
と
に
貢
献
し
た
様
十
を
、

著
者
は
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
明
治
円
0
年
一

打
、
原
田
助
が
第
ヒ
代
総
長
に
就
任
し
、
以
後
同

志
社
は
飛
趾
的
な
発
展
を
た
ど
る
が
、
著
者
は
結

論
と
し
て
、
明
治
叫
五
年
「
新
島
の
N
終
目
的
で

あ
っ
た
恩
社
大
学
の
設
立
が
彼
の
死
後
や
っ
と

ニ
ニ
年
目
に
実
現
し
た
と
い
う
の
に
、
そ
れ
が
か

え
っ
て
同
志
社
の
本
質
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神

随
か
ら
§
か
っ
て
ゅ
く
傾
向
を
生
ん
だ
と
い
う

こ
と
は
皮
肉
な
こ
と
で
あ
り
、
W
Y
園
全
休
が
深
く

自
戒
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
九
。
」
(
二
四

四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
著
+
で
誘
く
く
つ
て
い

る
。
新
島
の
遺
.
'
.
圖
「
制
倉
は
院
な
る
二
従
ひ
機

械
的
に
流
る
る
の
発
あ
り
、
馴
に
之
を
戒
慎
す

可
き
ー
し
は
同
上
心
社
人
ψ
設
.
斗
に
対
し
て
と
共

に
現
在
に
対
し
て
も
我
々
に
二
告
と
し
て
絡
す

べ
き
こ
と
を
著
才
は
我
々
に
教
え
て
い
る
。
余
録

と
し
て
城
せ
ら
れ
て
い
る
工
分
舶
の
随
程
軽
快
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な
笹
致
で
読
者
を
ひ
き
つ
け
る
。
籾
期
の
同
志
社

L
一
同
'
社
教
会
こ
関
D
の
,
あ
る
芥
二
才
必
,
嗣
の
好

片
"
で
あ
る
0

井
上
勝
也
霧
'

ジ
,
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
著

田
中
光
夫
訳

『
ス
ウ
ィ
フ
ト
小
品
集
』

山
Π
冉
店
・
発
行
一
九
八
六
年
十
一
月

A
5
版
・
一
一
二
三
頁
三
、
二
0
0
円

ジ
.
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
名
を
聞
い
て
大

方
の
人
々
が
頭
に
浮
べ
る
の
は
、
あ
の
『
ガ
リ
ヴ

ア
ー
旅
行
記
』
の
作
者
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま

そ
し
て
作
者
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
意
図
と
は
裏

い
か
。

腹
に
、
こ
の
代
表
作
が
は
な
は
だ
奇
怪
な
冒
険
物

語
と
し
磊
み
継
が
れ
、
あ
る
い
は
原
作
の
毒
を

薄
め
光
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
版
が
子
供
向
き
の
壽
と

し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
た
が
た
め
に
、
後
世
の

ス
ウ
ィ
フ
ト
像
に
は
様
々
の
歪
み
が
あ
ら
わ
れ
て

し
ま
っ
九
の
で
あ
る
。
九
と
え
ば
日
本
人
の
手
に

な
る
ス
ウ
ィ
フ
ト
伝
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
研
究
と
し
て

最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
言
え
る
故
中
野
好
夫
氏
の

『
ス
ウ
ィ
フ
ト
考
』
に
も
、
人
間
嫌
い
ス
ウ
ィ
フ

ト
と
い
う
姿
が
あ
ま
り
に
強
秘
出
さ
れ
て
い
る

が
ゆ
え
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
実
像
と
の
ズ
レ
を
感

,
部
h
授
)

晃
洋
書
房
・
発
行
一
九
八
六
年
六
月

A
5
版
・
三
ハ
バ
頁
三
、
 
N
O
0
円

じ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
な

の
で
あ
る
。

こ
の
た
び
田
中
光
夫
氏
の
手
で
訳
出
さ
れ
た
ス

ウ
ィ
フ
ト
の
小
品
群
は
、
従
来
、
専
門
家
以
外
に

は
ほ
と
ん
ど
手
に
と
る
こ
と
の
な
か
っ
九
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。
田
中
氏
自
身
も
解
説
で
述
ぺ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
著
述
活
動
の
本

領
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
部
分
に
あ
り
、

同
時
代
の
政
治
・
社
会
現
象
に
つ
い
て
、
折
り
に

触
れ
て
敏
感
な
反
応
を
尓
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、

そ
う
し
た
厄
大
な
量
の
時
卓
的
文
章
の
中
に
は
、

も
ち
ろ
ん
今
日
の
目
か
ら
見
て
色
あ
せ
九
も
の
も

小
ノ
な
く
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
う
ち
に
も
ス
ウ
ィ

フ
ト
の
祖
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

の
確
執
を
扱
っ
た
文
章
は
、
時
代
を
越
え
て
読
み

継
ぐ
に
足
る
べ
き
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
現
在
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
の
根
幹
に
あ
九
る
テ
ー
マ
を

扱
っ
た
極
め
て
ア
ク
チ
ユ
ア
ル
な
小
品
が
あ
る
こ

と
も
、
こ
れ
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
七
二
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
あ
る
控
え
目
な
提

案
」
と
題
す
る
作
品
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貧
困

問
題
と
い
う
背
景
の
前
で
考
え
て
こ
そ
、
初
め
て

あ
の
幼
児
の
肉
を
食
用
に
売
り
出
せ
と
い
う
狂
気

と
も
思
え
る
提
案
の
患
も
理
解
で
き
る
と
す
る

な
ら
ぱ
、
こ
こ
に
訳
出
さ
れ
た
作
品
群
を
野
べ

き
理
由
も
自
ず
と
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

い
や
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
小
品
集
の

後
半
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
「
第
二
の
ソ
ロ
モ
ン

の
物
語
L
 
や
「
ジ
,
ン
ソ
ン
さ
ん
の
死
」
を
誘

ぱ
、
人
間
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
私
的
な
部
分
が
わ
れ
わ

れ
の
前
に
ま
ざ
ま
ざ
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
姿
は
、
必
ら
ず
し
も
世
を
呪

人
間
を
厳
し
く
裁
断
し
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
は

)
、

し
伺
え
な
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
す
ぐ
れ
た
訳
冉
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
像
の
再
検
討
が

行
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
今
後
の
十
八
世
紀
イ
ギ

リ
ス
文
学
研
究
も
新
九
な
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
。小

林
章
夫
爰
子
大
学
助
教
遥

本
ゞ
は
、
一
九
六
0
作
代
初
頭
に
お
け
る
「
ア

フ
り
力
の
目
覚
め
L
(
帝
風
主
義
の
植
民
地
休
制

の
崩
壊
)
と
六
四
係
の
「
田
連
貿
易
開
発
会
議
」

の
成
立
に
象
徴
さ
れ
る
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア

山
根
学
著

『
現
代
エ
ジ
プ
ト
の
発
展
構
造
1

ナ
セ
ル
の
時
代
1
』
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エ
ー
ヂ
L
 
の
形
成
過
程
に
お
い
て
主
導
的
世

.

界
史
的
役
型
演
じ
た
「
ナ
セ
ル
の
時
代
」
の
工

ジ
プ
ト
を
、
内
面
力
ら
、
そ
の
攸
治
.
綛
済
雌
造

の
展
開
を
通
し
て
拙
き
だ
し
て
い
る
0

一
九
五
二
作
の
エ
ジ
プ
ト
の
「
七
月
需
」

(
ナ
セ
ル
に
指
導
さ
れ
た
自
由
将
校
団
の
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
る
フ
ァ
ル
ー
ク
王
制
の
崩
壊
)
は
、

「
全
ア
ラ
ブ
圈
に
大
衝
撃
を
与
え
」
モ
ロ
ツ
コ
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
独
立
と
ア
ル
ジ
エ
リ
ア
に
お
け
る

民
器
放
開
条
の
高
揚
へ
と
波
及
し
て
い
っ
九
0

オ
"
の
第
1
部
「
植
民
地
支
配
下
の
エ
ジ
プ
ト
」

で
は
、
「
七
月
革
命
L
 
の
歴
史
的
・
経
済
的
背
景

か
解
明
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
六
作
の
ス
エ
、
ス
運

河
の
国
有
化
宣
言
と
そ
の
後
の
ス
エ
ズ
戦
争
を
契

機
に
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
英
仏
系
銀

行
.
保
険
.
貿
易
会
社
の
国
有
化
、
「
経
済
開
発

機
槻
」
の
設
立
、
工
業
五
力
年
計
両
の
策
定
に
次

い
で
、
一
九
六
一
年
七
月
に
お
け
る
全
銀
行
.
保

険
会
社
を
含
む
主
要
工
業
・
貿
易
会
社
の
国
有
ヒ

な
ど
一
連
の
国
家
毒
煤
済
発
展
路
線
へ
の
経
済

的
雄
雛
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
エ
ジ
プ
ト
は
民

問
資
本
主
蛋
工
業
化
休
制
か
ら
「
社
会
主
義
」

劉
工
業
化
休
制
へ
移
行
す
る
。
第
2
部
「
革
命
下

の
エ
ジ
プ
ト
」
で
は
こ
の
移
行
過
程
の
経
済
的
背

景
が
検
討
さ
れ
て
い
る
0

本
十
力
の
核
心
を
な
す
第
3
部
「
『
ア
ラ
ブ
社
会

主
義
』
下
の
エ
ジ
プ
ト
L
 
で
は
、
「
ナ
セ
ル
の
『
1

会
主
義
、
曾
、
「
ア
ラ
ブ
社
会
上
義
者
連
合
L
 
支

配
体
制
下
で
の
経
済
政
策
の
展
開
と
破
綻
の
過
程

か
、
刻
明
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ぱ

ナ
セ
ル
は
、
ア
ラ
ブ
社
会
エ
ジ
プ
ト
に
独
自
な
文

化
的
、
社
会
.
経
済
的
松
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、

か
つ
そ
こ
に
根
差
す
諸
階
級
・
蒲
階
層
の
諸
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
、
諸
勢
力
と
の
対
抗
・
妥
協
と
い
っ
た

政
治
過
程
の
複
雑
な
岫
折
と
激
流
に
採
ま
れ
な
が

ら
、
第
2
部
希
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
焦
眉
の

需
的
.
現
実
的
諸
問
題
(
大
衆
的
貧
困
を
解
決

す
る
課
題
へ
と
集
約
さ
れ
る
)
へ
の
試
行
餓
的

な
現
実
的
対
癒
程
に
お
い
て
、
ス
エ
、
ス
運
河
国

有
化
以
降
の
一
連
の
主
要
産
業
の
国
打
化
と
経
済

計
画
の
策
定
を
経
済
的
t
台
・
前
提
と
し
て
、
プ

ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
に
「
社
会
主
義
」
エ
ジ
プ
ト
へ
の

移
行
を
な
し
遂
げ
九
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
0

こ
の
移
行
過
程
と
ナ
セ
ル
の
「
ア
ラ
ブ
社
会
主
義

論
L
 
に
つ
ぃ
て
、
エ
ジ
プ
ト
的
独
自
性
を
そ
こ
に

刻
み
込
み
、
国
際
政
治
の
流
れ
を
汲
み
込
み
な
が

ら
、
歴
史
的
呉
休
的
に
絲
済
過
程
と
政
治
県
の

両
面
か
ら
刻
明
に
分
析
さ
れ
て
お
り
、
ま
こ
と
に

興
味
深
い
。
本
゛
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
エ
ジ
プ

ト
の
窕
展
枇
造
の
分
析
に
迫
っ
た
労
作
で
あ
り
、

一
読
を
薦
め
た
い
。

西
口
雄
(
大
学
商
学
部
教
遅

越
智
文
雄
博
士
喜
寿
記
壽
文
集
編
集
委
会

『
ミ

ル
ト
ン
ー
詩
と
思
想
越
智

文
雄
博
士
喜
寿
記
<
需
文
集
』

命
"
露
1
辞
舮
)

大
艷
教
員
に
は
つ
の
仕
票
あ
る
0
 
教
育
と

研
究
と
太
篠
営
で
あ
る
。
越
智
先
生
と
言
え

ぱ
、
長
年
に
百
り
甸
志
社
女
子
大
諺
長
の
重
責

を
果
た
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
内
で
は
と
も
す

ろ
と
、
大
学
経
営
者
と
し
て
の
お
姿
を
ま
ず
思
い

起
こ
す
者
か
い
る
。
ま
九
、
西
洋
古
典
語
に
通
暁

さ
れ
た
先
生
の
市
厚
奄
問
的
業
績
を
知
る
人
の

中
に
は
、
先
生
を
孤
哥
学
者
で
あ
る
か
の
よ
う

に
思
い
込
ん
で
い
る
人
も
多
い
。
し
か
し
、
先
生

は
何
よ
り
も
ま
ず
秀
れ
た
教
育
者
で
あ
る
0
 
教
育

と
言
っ
て
も
、
屯
に
、
規
定
の
授
業
を
行
な
い
、

教
室
で
学
内
の
教
え
子
を
育
て
ら
れ
た
だ
け
で
は

な
い
。
先
生
を
慕
っ
て
訪
れ
る
後
進
の
ミ
ル
ト
ン

研
究
者
に
も
暖
か
い
励
ま
し
と
的
確
な
忠
告
を
分

け
隔
て
な
く
与
え
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
0
 
今
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回
、
先
生
の
喜
寿
記
念
論
文
集
を
出
版
す
る
と
の

綴
に
、
日
本
全
国
の
ミ
ル
ト
ン
研
究
の
第
一
人
者

が
そ
の
研
究
成
果
を
引
っ
提
げ
て
一
堂
に
会
し
九

の
も
、
先
生
の
教
育
者
と
し
て
の
地
道
だ
か
幅
広

い
活
動
が
結
実
し
た
も
の
と
言
え
よ
う

近
年
の
日
本
の
ミ
ル
ト
ン
研
究
論
文
集
の
代
表

的
な
も
の
と
し
て
は
『
ミ
ル
ト
ン
研
究
』
(
金
墨
、

昭
和
四
十
九
年
)
及
び
『
ミ
ル
ト
ン
と
そ
の
畔
代
』

(
研
究
社
、
昭
和
四
十
九
怨
が
あ
る
が
、
豪
華
な

執
筆
陣
を
得
た
本
論
文
集
は
質
量
共
に
そ
れ
ら
に

優
る
と
も
劣
ら
な
い
出
来
映
え
で
あ
り
、
こ
の
↓

年
問
の
内
外
の
ミ
ル
ト
ン
研
究
の
進
展
と
動
向
を

り
よ
.
つ

伝
え
る
と
い
う
点
で
は
、
類
書
を
蔆
駕
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
0
 
近
年
の
ミ
ル
ト
ン
研
究
の
最
大
の
収

穫
は
、
伺
と
言
っ
て
も
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
出
版
の

『
ミ
ル
ト
ン
散
文
全
集
伽
(
全
八
巻
)
の
露
で
あ

る
0
 
と
か
く
文
学
研
究
者
に
は
軽
視
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
九
散
文
作
品
の
完
全
校
訂
版
が
刊
行
さ
れ
九

今
、
よ
り
包
括
的
で
か
つ
精
緻
な
思
想
史
的
押
座

の
も
と
で
、
詩
人
ミ
ル
ト
ン
の
作
品
の
意
味
を
新

た
に
問
い
直
す
こ
と
が
研
究
者
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
0
 
本
論
文
集
が
ミ
ル
ト
ン
研
究
の
こ
の
最
先

端
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
編
ま
れ
九
も
の
で
あ
る

こ
と
は
そ
の
副
題
(
『
詩
と
思
想
』
)
に
は
っ
き
り

と
^
^
^
^
^
る
。
ミ
^
ト
ン
^
^
^
^
園
^
^
↓
^

接
に
諭
じ
た
希
倫
文
は
.
園
う
ま
で
も
な
く

彼
昇
作
品
を
考
察
し
た
十
五
編
倫
文
も
近
年

の
研
究
成
果
を
様
々
な
形
で
反
映
す
る
意
欲
作
か

並
ん
で
い
る
0
 
扱
わ
れ
て
ぃ
る
作
品
も
ミ
ル
ト
ン

の
初
期
か
ら
最
晩
年
に
至
り
、
こ
の
十
七
世
紀
英

国
を
代
表
す
る
詩
人
の
貌
と
そ
の
最
も
翻
刺

激
に
富
ん
だ
局
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
秀
れ

左
叟
集
で
あ
る
。

学
術
鳶
版
の
危
機
が
憂
慮
さ
れ
る
中
、
充
実

し
九
内
容
と
端
正
な
装
偵
を
保
ち
な
が
ら
、
こ
の

価
格
で
本
論
文
集
を
世
に
問
う
ま
で
に
は
翻
委

員
の
方
々
の
ひ
と
か
六
な
ら
ぬ
御
苦
労
か
あ
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ミ
ル
ト
ン
愛
好
家
必
鴨
一
冊

で
あ
る
。

だ
に
残
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
゛
Υ
生
九
ち
の
鯵

方
は
我
流
で
、
印
象
世
雷
で
、
郷
用
語
も
正

し
く
運
用
で
き
な
い
有
様
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
d

擧
分
析
的
に
批
評
す
る
力
が
日
本
で
は
育
六
な

い
か
の
観
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
器
の
中
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
羊
英

文
学
壽
ず
る
へ
ン
ク
ル
教
授
の
え
容
糺
ミ
§

之
0
ミ
を
岡
野
久
二
、
小
泉
利
久
両
氏
が
『
小
説

を
ど
ぅ
鯵
解
く
か
』
と
題
し
て
訳
出
さ
れ
九
の

は
ま
こ
と
に
時
宜
に
か
な
う
も
の
と
い
ぇ
る
。

第
一
需
読
み
方
の
こ
つ
を
手
ほ
ど
き
す
る
苦

分
で
あ
る
0
 
何
を
メ
モ
し
、
何
に
注
羣
」
向
け
、

メ
モ
の
再
検
討
、
解
釈
の
準
備
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
壽
っ
て
い
て
、
親
切
な
受
部
と
い
ぇ
よ

う
0
 
第
二
章
で
は
小
説
の
種
類
を
社
会
小
説
、
心

理
鴛
、
象
徴
的
磊
の
小
説
、
近
代
ロ
マ
ン
ス

の
小
説
と
四
種
類
に
分
類
し
、
そ
の
例
と
し
て
ア

ツ
プ
ダ
イ
ク
の
『
走
れ
ウ
サ
ギ
、
ワ
オ
ー
ク
ナ
ー

の
『
縛
き
と
怒
り
』
、
バ
ー
ジ
エ
ス
の
『
時
計
仕

掛
け
の
オ
レ
ン
ジ
』
、
ブ
ロ
ン
テ
の
『
嵐
ケ
丘
』
を

挙
げ
て
分
析
す
る
。
語
を
識
別
す
る
だ
け
で
も

譯
.
解
釈
植
必
要
な
疑
問
を
整
理
で
き
る
と
へ

ン
ク
ル
は
考
え
る
。
第
三
章
は
、
小
説
世
界
の
特

質
へ
倫
者
の
川
待
、
作
中
人
物
へ
の
勢
の
関

月
勝
博
(
大
学
文
学
部
専
任
洲
師
)

ロ
ジ
ャ
ー
・
B
・
ヘ
ン
ク
ル
著

『
小
説
を
ど
二
ψ
み
解
く
か
』

小
説
暴
み
方
は
、
小
説
を
誓
続
け
て
ぃ
る

間
に
自
然
に
身
に
つ
く
も
の
で
、
形
校
で
教
わ
る

も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
考
え
方
が
日
本
で
は
未

岡
野
久

小
泉
利
久
訳

ノーー'、

B南
6宴
版堂
..

二発
四行

頁九
/

五ノ

0
0
円
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心
と
期
待
、
伝
統
的
な
プ
ロ
ッ
ト
へ
の
鉾
の
期

待
等
の
三
要
素
が
鴛
の
楴
造
と
プ
ロ
ッ
ト
を
決

定
す
る
、
と
説
明
す
る
。
一
見
、
奇
異
驫
ず
る

部
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
構
造
と
か
プ
ロ
ッ
ト

と
か
は
既
に
存
在
し
て
い
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
構
造
と
か
プ
ロ
ッ
ト
と
か
を
読
者
が
発

見
し
て
い
く
と
い
う
視
点
に
立
て
ぱ
、
こ
の
説
明

に
釋
力
が
あ
る
の
に
気
づ
く
。
第
四
章
で
は

視
点
を
「
物
語
中
の
郡
を
見
る
の
に
有
利
な
地

点
」
と
定
義
し
た
上
で
、
正
し
い
解
釈
に
到
達
す

る
に
は
語
り
手
の
信
悉
性
に
注
意
が
肝
要
と
説

く
。
語
り
手
の
惰
報
操
作
に
惑
わ
さ
れ
な
い
力
を

養
う
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
第
五
章
で
は
作
中

人
物
の
薹
の
メ
カ
ニ
、
ス
ム
が
人
物
描
写
の
綴

性
、
注
意
の
量
、
個
性
の
強
さ
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
る
と
著
者
は
説
明
す
る
。
こ
こ
で
へ
ン
ク
ル

の
興
味
深
い
逆
説
が
開
陳
さ
れ
る
。
ハ
ー
デ
ィ
は

人
間
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
作
中
人
物
は
不

透
明
で
謎
に
満
ち
、
深
み
が
増
す
。
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
は
人
閻
を
知
り
す
ぎ
て
「
平
板
な
L
 
人
物
を
仕

立
て
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
浮

か
ぱ
れ
ま
い
。
さ
ら
に
、
従
来
、
作
中
人
物
は
機

能
面
か
ら
類
比
に
よ
っ
て
引
き
立
て
役
と
な
る
フ

オ
イ
ル
と
、
土
人
公
の
意
を
体
す
る
コ
ン
フ
ィ
ダ

ン
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
「
引
き

立
て
役
L
 
と
「
類
比
」
と
い
う
奈
ら
整
理
し
て

い
る
。
第
六
章
は
伝
統
的
に
「
背
景
」
と
し
て
説

明
さ
れ
る
も
の
を
「
場
面
L
 
と
し
、
そ
れ
を
桃
成

場
面
と
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
と
に
分
け
、
作
中

人
物
や
小
説
の
心
琢
群
や
主
題
と
の
関
係
で
意
味

を
明
ら
か
に
す
る
。
第
七
章
で
は
小
説
が
言
聖

媒
休
と
す
る
芸
準
あ
る
が
、
言
誓
単
な
る
伝

達
手
段
と
し
て
働
く
だ
け
で
は
な
く
、
篇
を
表

現
す
る
手
段
で
も
あ
る
か
ら
、
文
の
り
ズ
ム
や
統

語
法
な
ど
も
鴛
の
意
味
を
作
る
の
に
寄
与
す
る

巴
説
く
。
終
章
で
あ
る
第
八
章
は
読
み
解
く
霧

き
が
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る

鴛
を
分
析
的
に
壁
解
く
方
法
と
手
順
と
を

身
に
つ
け
九
い
と
志
す
尊
に
是
非
本
冉
の
一
読

を
お
薦
め
す
る
。
本
聖
」
使
っ
て
身
近
か
な
小
説

を
鯵
解
き
た
く
な
る
の
は
閻
違
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
の
み
か
、
小
説
を
分
析
的
に
牙
解

け
る
人
に
も
本
書
の
一
読
を
お
薦
め
す
る
。
な
ぜ

な
ら
、
読
み
方
の
手
順
や
用
語
に
つ
い
て
心
の
中

で
著
者
と
語
り
合
い
た
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
、
鴛
を
鯵
解
く
の
に
は
第
二
章
に
あ
る

小
説
の
種
類
か
ら
轡
起
こ
す
の
が
妥
当
で
あ
る

か
ど
ぅ
か
、
ま
た
、
第
五
章
の
主
要
人
物
を
決
定

す
る
の
に
仙
性
の
強
さ
が
鍵
だ
と
著
者
は
指
摘
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
慕
腰
と
の
関
係
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
か
、
「
葛

藤
」
や
「
主
題
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
欠
落
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

さ
ら
に
、
原
著
は
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
て
以

来
、
小
説
入
門
冉
と
し
て
は
定
評
の
あ
る
も
の

で
、
手
際
よ
く
訳
出
さ
れ
九
本
冉
を
必
要
に
応
じ

て
座
右
の
k
Π
と
し
て
利
用
す
る
の
忙
も
址
適
の
冉

で
あ
る
。

小
倉
襄
二
編

『
老
後
保
障
シ
ス
テ
ム
論
1
総
合

化
の
視
点
』

州
加
ネ
.
窕
行
一
九
叺
六
年
十
月

坂
本
完
春
(
大
学
文
学
部
教
授
)

テ
レ
ビ
番
組
の
な
か
で
、
私
が
意
誠
的
に
見
る

こ
と
を
避
け
る
も
の
の
一
つ
に
老
人
問
題
、
と
く

に
寝
九
き
り
や
ボ
ケ
を
扱
っ
た
も
の
が
あ
る
0

番
組
で
の
扱
い
方
に
そ
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
な
に
か
こ
う
し
た
「
老
人
の
姿
」
を
見
る
の

が
シ
ン
ド
イ
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
自
分
内
身

も
、
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
り
、
い
ま
か
ら

rでル〆:11内lr:ル〆:11/11":11r:11ず::1r::解ザ:】1r="門:",,1ゞ::1r!:1"!11r!11ず'11"!11"!1r;↓rt:"':」ず':1r11"'11ず11ゞ'!ル':1r:ゞ!11r!1'r!hず.^Mr:Mr宴、

.'づ1:JI:"Ⅱ:J11一川:-dl:ー"1Lづ,1.J1し'1L"1し甜1」"1.一川ψ"1J11.コ↓IJ"一剛IJI;J11J非.JI{JI.コじJI;/11.JηiJ乢づ11JIJ、コ1;.コキ1.フ町JI;J"JI;J

-145-



こ
う
し
た
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
必
要
驫

じ
は
し
て
い
る
の
だ
が
、
や
は
り
見
る
の
を
拒
ん

で
し
ま
、
つ
0

小
倉
襄
二
編
の
『
老
後
保
障
シ
ス
テ
ム
論
』
は
、

編
者
自
身
の
論
文
九
編
を
集
め
九
「
1
部
・
老
後

保
障
シ
ス
テ
ム
の
描
成
」
と
、
京
都
新
聞
に
連
載

さ
れ
た
編
者
を
含
む
六
人
の
文
章
の
「
Ⅱ
部
・
ニ

十
一
世
紀
へ
の
老
人
福
祉
L
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
「
1
部
L
 
は
雑
曹
紀
要
に
発
表
さ
れ
左
冊

文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
複
や
繰
り
返

し
が
目
に
つ
く
が
、
冒
頭
に
述
べ
九
私
自
身
の
老

人
問
題
に
つ
い
て
の
「
艮
磊
L
 
を
修
正
す
る

こ
と
を
迫
る
契
機
と
気
迫
を
隆
取
る
こ
と
が
で

き
る
0

「
老
年
人
口
が
全
体
の
七
%
か
ら
一
 
0
%
に
到

達
す
る
ま
で
に
要
し
九
年
数
は
、
(
中
略
)
、
わ
が

国
は
わ
ず
か
一
五
年
、
欧
米
の
二
S
一
倍
の
は
げ

し
い
テ
ン
ポ
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
日
本
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
「
老
後
保
障
と
か
、
老
人
福
祉
に
つ
い

て
、
制
度
の
条
件
、
現
に
在
る
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
分
析
や
解
説
は
、
恬
級
や
研
究

調
査
と
し
て
も
相
当
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
」
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
一
人
一
人
の
市
民
に
と
っ
て
の
老

あ
る
い
は
、
老
後
の
設
計
の
困
難
さ
と
の
か

い
、

か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
論
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
し
。
さ
ら
に
「
大
筋
で
い
う

と
、
福
祉
的
な
る
も
の
の
史
的
推
移
や
状
況
は
、

中
央
権
力
か
ら
放
下
さ
れ
、
地
方
1
地
域
に
責
任

や
役
割
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
転
嫁
さ
れ
て
き
た
と

い
う
経
緯
L
 
を
ふ
ま
え
て
、
「
戦
後
三
0
年
余
の

社
会
保
障
、
と
く
に
社
会
福
祉
政
策
へ
の
徹
底
し

た
反
省
L
 
か
ら
出
て
き
た
《
市
民
福
祉
》
と
い
う

考
え
方
お
よ
び
そ
の
形
成
と
い
う
こ
と
が
「
1

部
L
 
で
熱
っ
ぼ
く
語
ら
れ
て
い
る
。

「
老
い
し
は
個
人
自
ら
背
負
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
宿
命
で
あ
り
、
同
時
に
重
要
な
社
会
問
題
で

あ
る
が
、
「
序
に
か
え
て
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

「
敬
老
の
毒
」
の
現
実
が
消
え
な
い
と
こ
ろ
に
、

老
後
保
障
の
大
き
な
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
緬

者
が
推
奨
す
る
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
『
老
い
』
で

展
開
さ
れ
て
い
る
思
想
、
言
い
換
え
れ
ぱ
、
一
人

一
人
が
、
い
か
に
「
老
い
」
を
思
想
化
す
る
か
と

い
う
問
い
の
大
切
さ
が
本
書
を
と
お
し
て
読
者
に

伝
わ
っ
て
く
る
。
「
1
部
」
と
び
ら
の
引
用
文
か

ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
「
シ
ス
テ
ム
論
」
は
「
思

相
戸
で
あ
る
わ
け
だ
。

北
村
日
出
夫
(
大
学
文
学
部
教
授
)

句
集
「
昂
嶺
L
 
は
、
同
志
社
女
子
中
学
・
稾
寸

鞍
教
諭
、
俳
芭
向
日
葵
」
同
人
・
川
島
寛
治

氏
の
第
一
句
集
で
あ
る
。

著
者
の
俳
歴
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
じ
ま

り
、
馬
酔
木
同
人
那
須
乙
郎
に
師
事
、
「
馬
酔
木
」
、

「
向
日
葵
」
の
作
り
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

山
陰
の
豪
雪
地
で
育
ち
、
幾
年
も
厳
し
い
冬
山

に
挑
み
、
雪
嶺
を
竹
や
柔
を
材
料
に
し
て
自
分

で
作
っ
た
ス
キ
ー
で
滑
降
し
て
い
た
と
い
う
氏

は
、
山
岳
俳
句
を
最
も
黒
と
す
る
。

十
四
章
に
分
け
た
句
集
の
大
半
が
山
岳
俳
句
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。

黒
百
合
の
露
ま
ろ
び
落
つ
夜
明
前

山
毛
棒
の
芽
の
ひ
か
り
に
遠
し
月
の
湖

天
に
音
な
し
雲
中
に
咲
く
座
謬

タ
星
や
霧
噴
き
あ
ぐ
る
氷
河
跡

ホ
ッ
プ
刈
る
野
に
遠
澄
め
る
ハ
ケ
岳

桐
明
り
土
問
に
立
て
置
く
救
護
橘

氷
壁
に
い
ど
む
風
か
も
闇
に
鳴
る

雪
嶺
を
見
し
浄
さ
も
て
年
越
さ
む

川
島
治
著

句
集
『
雪
嶺
』

自
家
版
・
発
行
一
九
八
六
穿
十
二
月
]

B
六
版
・
三
七
頁
二
、
 
0
0
0
円

r!1C11ず!1":1"'11C':1r':'セ1" V':10IC、1'、'C':'、":.":"."゛'":r:r:"'、C"hc'訂仁、'=ゞ!1"宴セ1ず:1CI"V':r:r:'山'鬼

門じ封『し允^寛一て」寛レ皿論門じ!にコUてンすILWL、べに'世Lイ亀二1じ」'1て;、.11=,じ:NC;叱電"に;

-146-

亀叉ンC.ーじ.ttt.、tン



こ
れ
ら
の
句
は
、
山
の
自
拳
愛
す
る
眼
と
、

厳
し
さ
を
凝
視
す
る
鋭
い
眼
が
、
山
の
大
自
祭

ら
杼
惰
的
写
生
の
手
法
で
叡
り
と
っ
た
佳
品
と
い

え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
山
岳
俳
句
の
他
に

本
業
の
教
職
を
題
材
に
と
っ
た
次
の
句
に
は
、
教

え
子
に
対
す
る
愛
情
、
暖
か
い
帳
ざ
し
匙
じ
ら

れ
る
。長

欠
の
子
の
空
席
に
冬
日
射
す

遅
れ
来
て
高
葉
す
く
な
き
夜
嵳

夏
空
へ
諾
手
突
き
あ
げ
畷
果
つ

大
'
験
課
す
身
に
は
課
す
身
の
愁
ひ

女
十
寮
に
讃
美
歌
あ
ふ
る
卒
業
朔

杜
帯
の
女
子
寮
歌
に
充
つ

又
、
人
閻
愛
の
発
露
と
も
い
う
べ
き
次
の
作
品

を
馨
と
心
嘉
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
も
す
る
。

盲
導
鈴
野
分
に
と
ぎ
れ
島
牙
る

帰
る
す
べ
な
き
病
負
ふ
い
わ
し
雲

法
師
蝉
狂
ひ
鳴
く
夜
の
隔
眺
島

痴
の
身
を
灼
き
て
拓
け
る
島
の
畑

島
飯
地
な
し
故
郷
な
し
雁
わ
た
る

晩
'
期
の
静
け
さ
に
暢
く
法
師
如

同
喜
女
f
中
¥
・
一
局
等
羊
校
教
諭
と
し
て
の

川
島
保
先
生
は
、
ま
も
な
く
定
年
を
迎
え
ら
れ
る

.
)
、

が
、
俳
句
仲
冏
と
し
て
の
川
島
寛
治
氏
に
定
作
は

先
生
の
ま
す
ま
す
の
健
吟
を
祈
り
、
山
岳
俳
句

を
志
す
人
、
山
の
自
然
に
関
心
を
持
た
れ
る
人
に

ぜ
ひ
支
獣
に
な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
筆
を

捫
く
0

三
木
生
(
俳
人
協
会
会
員
俳
'
「
向
H
葵
」
同
人
)

正
木
久
司
著

『
株
式
会
社
論
』

^
^
^
、
^
・
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

A
5
版
リ
.
一
九
頁
二
、
八
0
0
円

現
在
わ
が
国
で
は
大
小
会
社
区
分
立
法
」
と

称
さ
れ
る
商
法
改
正
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
株
式
会
社
法
が
本
来
規
制
の
対
象
と
し

て
い
る
会
社
と
現
実
に
語
さ
れ
而
し
て
い
る

会
社
と
の
問
の
ギ
十
ツ
プ
か
ら
様
々
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

法
律
は
大
規
模
会
社
を
想
定
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
わ
が
国
で
百
万
社
以
上
も
襄
し
て
い
る
株

式
会
社
の
大
多
数
は
閉
鎖
的
な
中
小
会
社
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
小
会
社
で
は
、
た
と
え

ぱ
公
告
を
怠
る
、
船
査
役
監
査
を
形
骸
化
さ
せ
る

な
ど
、
法
律
の
規
定
が
遵
守
さ
れ
な
い
現
実
が
生

じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ど
ぅ
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
。
わ
が
鬮
の
鴛
会
社
は
、
他
国
の
そ
れ

と
根
本
的
な
相
一
識
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
そ
も

そ
も
株
式
会
社
と
は
ど
ぅ
い
う
も
の
な
の
か
。
こ

う
い
っ
た
「
素
朴
な
」
疑
問
に
対
し
て
も
、
本
杏

は
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
(
一

例
を
挙
げ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
株
式
会
社
に
は
不

利
性
も
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
の
そ

れ
化
は
有
利
性
ば
か
り
が
目
立
つ
。
こ
れ
な
ら
戦

後
い
わ
ゆ
る
「
法
人
成
り
」
が
続
出
し
た
の
も
う

な
ず
け
よ
う
と
い
う
も
の
。
)

さ
て
、
本
書
は
「
株
式
会
社
の
基
礎
理
論
L
 
に

つ
い
て
論
じ
た
第
一
部
と
「
株
式
会
社
の
財
務
理

論
L
 
に
つ
い
て
論
じ
た
第
二
部
か
ら
成
っ
て
い

る

第
一
部
で
は
、
株
式
会
社
が
今
日
の
経
済
社
会

に
お
い
て
支
配
的
な
企
業
形
態
と
な
っ
た
要
因
を

張
論
と
木
質
繋
ら
検
討
し
、
株
式
会
社
の
基

本
的
特
徴
が
資
木
綴
券
化
に
よ
る
資
本
集
巾
す

な
わ
ち
証
券
釡
融
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
え

で
、
英
米
に
お
け
る
株
式
会
社
の
生
成
禿
展
を
た

ど
り
、
き
ら
に
、
株
式
会
社
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で

の
議
論
の
主
要
な
も
の
と
し
て
、
バ
ー
リ
・
ミ
ー

ン
ズ
、
バ
ー
リ
、
ボ
ー
タ
ー
の
株
式
会
社
池
そ

れ
ぞ
れ
一
亭
つ
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
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第
二
部
で
は
、
ま
ず
企
業
を
個
別
資
本
の
運
動

と
把
握
し
た
う
え
で
、
株
式
会
社
の
経
済
構
造
を

概
観
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
資
本
集
中
の
手
段
で
あ

る
株
式
と
社
債
の
実
体
を
見
る
と
と
も
に
、
ア
メ

り
力
株
式
財
需
の
確
立
に
貢
献
し
た
デ
ユ
ー
イ

ン
グ
の
主
張
を
検
討
し
た
後
に
、
ア
メ
リ
カ
と
わ

が
国
の
証
券
金
融
が
比
較
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
最
終
章
に
お
い
て
は
、
わ

が
国
特
有
の
問
接
散
優
位
の
財
務
構
聖
積
極

的
χ
評
価
し
て
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

本
書
を
二
部
構
成
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
著

者
は
「
ま
え
が
き
」
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
が
中
途
半

端
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
さ

れ
て
い
る
。
が
、
し
か
し
、
と
く
に
著
老
の
よ
う

に
株
式
会
社
を
「
資
本
集
中
と
支
配
集
中
の
機

構
」
と
と
ら
え
て
論
ず
る
場
合
に
は
、
本
書
で
と

ら
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
必
須
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

本
書
は
教
科
誰
使
う
こ
と
急
図
し
て
奔
か
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
面
白
い
こ
と
で
定
誘

あ
る
著
者
の
誌
義
を
聴
く
学
生
諸
君
だ
け
で
な

く
、
一
般
罷
者
に
も
、
株
式
会
社
を
盤
の
二

面
か
ら
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
好
著
と
い
え
よ
う
。

百
合
野
正
博
(
大
学
商
学
部
助
教
授
)

山
本
明
著

『
戦
後
風
俗
史
』

自
分
史
的
な
も
の
を
通
史
と
し
て
残
し
て
お
き

た
い
と
言
う
著
者
の
思
い
が
一
つ
の
実
を
結
ん

だ
。
そ
れ
が
本
鴛
あ
る
。
「
時
代
と
と
も
に
生

々
流
転
す
る
も
の
を
、
と
き
ど
き
ス
ト
ッ
プ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
か
け
て
、
し
げ
し
げ
と
眺
め
た
い
」
と

欲
す
る
の
は
、
ひ
と
り
著
者
の
み
の
思
い
で
は
な

く
、
誰
し
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
持
っ
て
い
て
、

時
に
同
様
の
思
い
に
か
ら
れ
る
の
だ
け
れ
ど
、
世

相
と
結
び
つ
け
た
り
、
通
史
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で

に
は
至
ら
な
い
。

著
者
は
、
「
私
が
も
の
心
の
つ
い
九
時
は
、
も

う
日
中
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
い
九
」
と
い
う
自
分

史
を
軸
に
し
て
、
日
常
壁
兄
と
い
う
い
わ
ぱ
目
の

高
さ
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
戦
中
・
戦
後
の
風
俗

を
、
豊
富
な
資
料
に
ょ
っ
て
裏
付
け
な
が
ら
重
ね

合
わ
せ
て
、
牛
き
生
き
と
拙
い
て
い
る
。
年
月
の

流
れ
の
な
か
で
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
み
記
さ
れ

て
い
る
出
来
事
鷲
み
進
む
う
ち
倫
景
と
な
っ

て
ふ
く
ら
ん
で
来
る
の
は
、
同
時
代
を
生
き
た
か

ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

神
戸
で
、
南
語
落
の
提
灯
行
列
を
見
た
と
い

う
最
初
の
社
会
的
記
祭
ら
始
ま
り
、
縁
故
疎
開

地
の
T
町
で
過
し
九
小
・
中
学
校
時
代
の
服
装
の

こ
と
、
田
河
水
泡
の
「
の
ら
く
ろ
」
に
ょ
っ
て
植

え
つ
け
ら
れ
た
中
国
兵
の
イ
メ
ー
ジ
、
そ
の
頃
手

に
し
た
絵
本
や
繋
叫
、
 
B
部
の
来
襲
に
ょ
っ
て

「
大
東
亜
戦
条
L
 
を
身
近
な
現
実
と
し
て
認
識
し

九
こ
と
、
「
勝
ち
抜
く
僕
ら
少
国
民
」
の
歌
詞
と

メ
ロ
デ
ィ
ー
、
そ
し
て
戦
争
に
敗
け
て
「
平
和
に

な
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
も
「
平
和
な
日
常
と
い
う

状
況
が
器
で
き
な
か
っ
九
」
と
い
う
少
年
時

代
、
疎
開
先
で
見
た
ア
メ
リ
カ
兵
と
ジ
ー
プ
や
町

の
人
々
の
対
応
と
敗
曾
後
の
文
化
や
、
修
学
旅

行
で
共
学
に
な
っ
た
女
生
徒
と
ボ
ー
ト
に
乗
り
、

オ
ー
ル
を
こ
ぎ
な
が
ら
戦
争
が
終
っ
た
こ
と
を
実

感
し
磊
、
性
の
イ
メ
ー
ジ
と
映
画
や
カ
ス
ト
リ

雑
誌
の
こ
と
、
京
都
で
の
学
生
運
動
に
参
加
し
九

頃
倫
年
の
風
俗
、
そ
し
て
教
師
と
し
て
味
わ
っ

た
「
大
学
紛
争
」
の
こ
と
な
ど
、
書
き
だ
せ
ぱ
き

り
の
な
い
程
、
著
者
の
体
験
と
そ
れ
を
取
り
ま
く

風
俗
を
と
お
し
て
、
庶
民
の
生
き
た
五
十
年
の
歴

史
が
、
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

本
文
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
に
書
か
れ
九
工

セ
イ
が
補
論
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一 ツ
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つ
一
つ
に
時
代
の
風
俗
が
う
つ
し
出
さ
れ
て
い

て
、
面
白
い
と
刷
時
に
現
代
に
生
き
る
私
た
ち

に
、
あ
る
意
味
で
の
問
い
か
け
を
し
て
い
る
よ
う

で
も
あ
る
0

薯
者
の
飾
り
気
の
な
い
筆
の
述
び
に
の
せ
ら
れ
て

自
分
史
を
書
き
始
め
磊
者
が
で
る
か
も
知
れ
な

)
0

し

河
崎
洋
子
(
大
業
教
主
瑪
)

木
村
俊
夫
・
金
関
寿
夫
・
斎
藤
勇
編

『
文
学
と
こ
と
ば
ー
イ
ギ
リ
ス

と
ア
メ
リ
カ
ー
上
野
直
蔵
先

生
追
悼
論
文
集
』

に
な
る
ま
で
の
五
十
五
年
間
に
、
先
生
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
教
え
を
う
け
た
者
の
数
は
ど
れ
ほ
ど

に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る

論
文
の
執
筆
者
は
同
志
社
大
学
を
は
じ
め
諸
大
学

の
教
壇
に
立
つ
研
究
者
で
あ
る
が
、
上
野
先
中
か

ら
教
え
を
う
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
汚
躍
し
て

い
る
極
め
て
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
、
本
書
は
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
0

本
遵
が
収
録
す
る
論
文
は
四
十
五
篇
で
、
そ
の

分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
大
雑
把
に
わ
け

て
み
る
と
、
ま
ず
上
野
先
生
ど
自
身
の
専
門
分
野

で
も
あ
っ
た
中
世
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
関
す
る
四
篇

倫
文
忙
は
じ
ま
っ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
二

十
世
紀
に
い
六
る
イ
ギ
リ
ス
文
学
関
係
倫
文
が

二
十
磊
曼
十
七
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
い
た
る

ア
メ
リ
カ
文
学
を
扱
っ
た
論
文
が
九
篇
、
一
嘉

学
、
英
語
学
、
英
語
教
育
関
係
倫
文
が
十
一
篇
、

そ
の
ほ
か
キ
リ
ス
ト
教
繋
前
の
和
訳
聖
書
に
つ

い
て
の
論
文
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紛
条
に
つ
い
て

倫
文
、
文
学
研
究
の
方
法
論
に
関
す
る
も
の
、

各
一
篇
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
の
筆
者
は
、
こ

の
論
文
集
は
「
体
系
的
に
分
野
を
設
定
し
た
の
で

は
な
い
し
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
が
、
収
録
さ
れ
て

南
雲
堂
・
発
行
一
九
八
六
年
十
月

A
5
版
・
六
0
六
頁
八
、
五
0
0
円

奮
は
そ
の
製
が
示
す
通
り
前
同
志
社
総
長

般
上
識
蔵
先
生
を
追
悼
す
る
意
を
こ
め
て
編
ま

れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
ま
え
が
き
」
の
こ
と
ぱ
を

借
り
る
な
ら
ぱ
、
「
先
生
に
親
し
く
教
え
を
う
け
、

先
生
を
追
慕
す
る
者
た
ち
に
ょ
る
論
文
集
」
で
あ

る
。

昭
和
四
年
に
同
志
社
大
学
文
学
部
英
文
学
科
を

ど
卒
業
に
な
り
、
そ
の
半
年
後
に
同
志
社
専
門
学

校
英
語
師
範
部
講
師
と
し
て
は
じ
め
て
教
壇
に
立

大
れ
て
か
ら
昭
和
五
十
九
年
十
月
に
お
亡
く
な
り

い
需
文
の
分
野
の
幅
の
ひ
ろ
さ
こ
そ
、
上
野
先

生
の
学
恩
が
い
か
に
幅
ひ
ろ
く
及
ん
で
い
る
か
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。

第
二
次
大
戦
中
、
同
志
社
に
お
け
る
英
米
文
学

研
究
の
学
統
は
さ
ま
ざ
ま
な
圧
迫
の
も
と
に
あ
っ

て
息
も
た
え
だ
え
の
状
態
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
で
上
野

先
生
は
そ
の
学
統
を
死
守
す
べ
く
懸
命
の
努
力
を

続
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。
こ
の

論
文
集
は
そ
の
よ
う
に
し
て
守
ら
れ
た
学
統
か
ら

生
ま
れ
た
暴
な
成
果
で
あ
り
、
天
に
在
る
上
野

直
蔵
先
生
の
禦
へ
の
何
よ
り
の
捧
げ
も
の
で
あ

る
と
思
う
0

島
尾
永
康
編
著

『
科
学
の
現
代
史
1
 
一
八
五
0
年
か

ら
一
九
五
0
年
ま
で
』

高
山
修
(
女
子
大
学
教
授
)

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
時
代
史
を
書

く
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
自
然
科
学
の
場
合
に
、
と
り
わ
け
よ

く
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
思
え
る
。
科
学
史
関
係
の

今
だ
に
色
根
せ
な
い
「
同
時
代
史
書
L
 
と
し
て

創
元
社
・
発
行
一
九
八
六
年
四
月

B
6
版
・
三
六
頁
一
、
三
0
0
円



は
、
十
八
世
紀
後
半
に
書
か
れ
た
J
・
プ
リ
ー
ス

ト
リ
の
電
気
学
史
、
今
世
紀
初
め
に
書
か
れ
六

J
 
・
 
T
 
・
マ
ー
ズ
の
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思

想
史
、
等
、
数
え
る
く
ら
い
し
か
な
い
。
今
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
の
、
就
中
、
第
二
次
大
戦
後
の
科

学
の
急
速
な
進
歩
は
、
著
者
た
ち
の
定
め
る
下
限

の
一
九
五
0
年
か
ら
三
十
五
年
九
っ
た
時
点
で
書

か
れ
九
こ
の
本
を
、
「
科
学
の
現
代
史
」
と
い
う

表
器
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
か
の
印
象

を
我
々
に
与
え
る
。
こ
の
三
十
五
年
間
は
、
こ
の

本
か
ら
、
同
時
代
史
を
書
く
と
き
に
し
ぱ
し
ぱ
み

ら
れ
る
あ
の
緊
張
と
不
安
を
取
り
去
り
、
自
信
と

安
定
だ
け
を
残
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
篠

で
は
こ
の
書
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
科
学
が
内
容

の
券
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、

同
時
代
史
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
は
、
受
験
書
や
概
説
書
に
ょ
く
み
ら
れ
る

よ
う
な
、
満
遍
な
く
何
で
も
広
く
浅
く
出
て
い
る

通
史
で
は
な
い
。
し
か
し
全
体
を
通
じ
て
教
魯

的
色
彩
は
窺
え
る
。
こ
れ
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使

用
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
し
て
沓
か
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
要
約
に
適
し
た
本
で
は
な
い
が
、
創
単
に

内
谷
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
第
一
、
昼
で
は
生
物

孑
史
を
扱
っ
て
い
る
。
第
崟
早
で
は
、
十
九
憶
紀

後
半
の
科
学
者
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
進
化

論
と
細
胞
説
を
、
第
二
章
で
は
、
分
子
レ
ヴ
ェ
ル

に
至
る
遺
伝
現
象
の
解
明
の
歴
史
を
扱
っ
て
お

り
、
後
者
は
手
際
の
よ
い
解
説
と
な
っ
て
い
る
。

讐
章
で
は
、
十
九
世
紀
初
頭
の
ド
ル
ト
ン
か
ら

二
十
世
紀
の
初
め
ま
で
の
化
学
的
原
子
論
の
発
展

を
辿
っ
て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
十
九
世
紀
永
か

ら
今
世
紀
の
第
一
・
四
半
紀
に
か
け
て
の
物
理
学

に
お
け
る
変
琴
、
相
対
論
と
'
子
論
を
中
心
に

論
じ
て
お
り
、
導
入
部
の
や
や
問
遡
の
あ
る
記
述

か
ら
す
る
予
想
に
反
し
て
、
本
書
で
は
最
も
ユ
ニ

ー
ク
な
章
と
な
っ
て
い
る
0
 
第
系
は
、
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
を
中
心
と
し
た
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
プ
小
史
で

あ
る
。
第
六
節
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
科
学
の

発
展
を
、
一
層
広
い
歴
史
的
文
脈
の
も
と
に
、
極

め
て
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

四
人
の
著
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
性
を
発
揮
し

て
、
内
容
と
形
式
の
血
面
で
特
徴
の
あ
る
鑾
を

し
て
い
る
。
九
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
編
者
の
ま
え

が
き
の
園
と
述
っ
て
、
全
体
と
し
て
必
ず
し
も
披

近
の
研
究
を
十
分
に
ふ
ま
え
霽
か
れ
て
な
い
点

で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
第
四
音
十
も
例
外
で
は
な
い

明
ら
か
に
こ
の
分
野
の
研
究
者
に
ょ
る
も
の

0
)
、

力で
あ
り
、
.
小
唆
的
な
指
抽
も
少
な
く
な
い
。
ま
た

こ
の
本
の
禽
は
、
編
者
に
ょ
る
第
六
章
に
、
最

も
よ
く
果
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

松
尾
幸
季
(
大
学
工
学
部
助
教
授
)

香
川
孝
三
著

『
イ
ン
ド
の
労
使
関
係
と
法
』

成
文
堂
・
発
行
一
九
八
六
年
九
月

A
5
版
三
六
六
頁
三
、
 
0
0
0
円

わ
が
国
で
は
、
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
欧

米
の
法
制
度
の
継
受
を
背
景
と
し
て
、
欧
米
各
国

の
法
制
、
法
解
釈
学
の
比
岐
法
研
究
が
盛
ん
に
行

な
わ
れ
、
そ
の
質
、
量
と
も
に
多
彩
を
き
わ
め
る

そ
れ
に
雙
て
、
ア
ジ
ア
各
国
の
法
制
を
対

.
、
、

力象
と
す
る
研
究
は
、
い
ま
だ
充
分
と
は
言
い
難

労
働
法
学
の
分
野
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

)
0

しこ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
著
者
は
こ
れ
ま
で

ア
ジ
ア
法
研
究
の
必
要
性
を
力
説
さ
れ
、
イ
ン
ド

の
労
働
法
制
を
対
象
と
し
て
多
く
の
研
究
諭
X
を

発
表
さ
れ
て
き
九
。
著
者
の
イ
ン
ド
労
働
法
研
究

は
、
そ
の
内
容
の
粘
皮
の
局
さ
に
お
い
て
、
学
界

で
は
か
ね
て
ょ
り
森
が
あ
っ
た
。
そ
の
既
発
表

論
文
を
叩
心
と
し
て
構
成
さ
れ
た
奮
は
、
ア
ジ

ア
法
研
究
と
し
て
貴
妥
成
果
で
あ
る
ぱ
か
り
で

な
く
、
き
わ
め
て
光
実
し
六
内
容
を
も
つ
比
較
労

働
法
研
究
の
一
集
大
成
と
し
て
、
゛
塁
計
仙
を
得

^'^^:'..ゞ!ゞ.:1'":に、゛" t.":1r'.C:":14':1仁"1'ニ':.4、':1C'."'."';':,'.1r..仁'1"';"":'r'.1「".':".'!" C":'!'."'●"';1r"";"、
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る
一
L
と
に
な
ろ
、
つ
。

イ
ン
ド
は
、
旧
永
主
国
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
使
関

係
法
制
を
継
受
し
九
が
、
例
え
ぱ
、
不
券
働
行

為
制
度
は
ア
メ
リ
カ
法
の
一
飯
を
受
け
、
労
働
協

約
法
制
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
法
制
度
を
モ
デ
ル

に
し
て
い
る
と
い
う
具
A
に
、
そ
の
法
継
受
は
複

合
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
法
継
受
は
イ
ン
ド
固
有

の
特
殊
な
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
諸
条
件
と

無
関
係
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ

に
、
諸
外
国
と
類
似
の
法
制
を
採
用
し
な
が
ら

も
、
独
自
の
法
理
形
成
の
可
能
性
が
あ
る
。
茗
省

は
、
イ
ギ
リ
ス
法
、
ア
メ
リ
カ
法
、
閻
題
に
ょ
っ

て
は
目
本
に
お
け
る
法
的
処
邸
を
も
参
照
し
つ

つ
、
イ
ン
ド
独
内
の
法
理
を
析
出
し
て
い
る
。
そ

の
筆
致
は
、
綿
・
密
に
し
て
明
快
で
、
イ
ン
ド
労
働

法
の
現
状
を
的
硫
に
伝
え
て
く
れ
る
。
本
轡
に
お

い
て
特
に
関
心
を
引
く
の
は
、
労
働
法
制
、
法
皿

栗
経
露
朕
と
い
う
政
策
倒
標
に
強
く
規
定
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
不
Ⅲ
1
労
働
行
為

制
皮
に
は
、
一
雛
平
和
を
雜
持
し
、
絲
済
発
展
の

阻
皆
要
因
森
除
す
る
と
い
う
趣
斤
が
怯
く
現
れ

て
お
り
、
労
働
細
合
の
沓
叩
制
度
に
は
、
奨
U
を

経
済
発
展
に
恊
力
す
る
存
在
と
し
て
規
制
す
る
と

い
う
考
え
方
が
ま
た
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
め
ぐ
る
法

的
閻
逆
の
処
理
に
お
い
て
は
、
経
済
発
展
の
た
め

の
繋
の
効
率
的
連
営
、
産
業
平
和
の
雑
付
と
い

う
観
点
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
政

策
的
な
視
点
は
、
わ
が
国
の
労
働
碕
、
法
理
諭

総
識
に
と
っ
て
興
味
深
い
も
の
を
含
ん
で
い

る
0

本
邊
が
、
著
者
の
恵
図
す
る
、
ア
ジ
ア
法
へ
の

関
心
喬
め
る
「
剌
激
剤
L
(
は
し
が
き
)
た
り

え
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
九
、
欧
米
の
労

働
法
制
、
法
滞
と
袰
る
イ
ン
ド
の
そ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
有
益
な
木
唆
を
与
え
て
く
れ

る
。
と
く
に
労
働
法
の
分
野
に
限
ら
ず
、
お
よ
そ

比
較
法
の
研
究
を
志
す
者
に
と
二
L
、
本
齊
の
刊

行
の
も
黒
味
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
え
よ

,
つ
0

者
。
木
誘
副
題
は
「
歴
史
と
現
代
L
。
為
の

ク
リ
オ
」
と
は
歴
史
の
女
神
の
名
で
あ
る
。

本
出
は
、
茗
者
が
過
去
二
0
年
程
の
問
に
発
表

し
て
き
九
小
論
や
エ
ッ
セ
イ
ご
.
編
を
集
め
九
も

の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
明
快
で
わ
か
り

や
す
い
論
文
で
あ
る
。
第
一
部
「
西
と
東
の
あ
い

だ
」
に
は
、
「
法
の
歴
史
に
学
ぷ
」
、
「
法
の
比
較

史
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
王
治
政
年
と
西
暦
L
、

「
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
哲
議
備
』
が
引
用
し
九

マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
に
つ
い
て
し
、
「
『
一
無
』
の
比

較
史
L
 
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
法
の
歴
史

に
学
ぷ
」
で
は
、
法
制
史
の
面
白
さ
が
禦
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
が
「
机
威
を
正
当
化
し

た
り
、
体
制
側
の
道
徳
を
是
認
す
る
た
め
に
使
用

さ
れ
て
は
い
け
な
い
」
こ
と
が
、
法
学
者
の
社
会

的
穫
と
合
わ
せ
て
さ
り
げ
な
く
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
「
法
の
比
較
史
」
で
は
、
わ
が
国
の
法

史
を
も
っ
ぱ
ら
明
治
以
後
の
近
代
法
典
主
義
の
眼

鏡
を
通
し
て
老
察
し
て
き
六
こ
れ
ま
で
の
研
究
力

法
を
努
し
、
平
誇
代
以
降
の
法
史
を
翁
法

史
と
し
て
み
な
お
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
0

判
製
主
義
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
史
を
比
曾
対

象
と
し
て
H
本
の
法
史
を
み
な
お
す
と
い
う
考
え

は
、
著
噺
独
幽
の
も
の
で
あ
り
、
一
烹
の
今
後
の

唐
津
博
(
女
子
火
学
嘱
託
山
師
)

井
ケ
田
良
治
著

『
法
を
見
る
ク
リ
オ
の
目
1
歴
史

と
ず
代
1
』

法
律
文
化
社
・
発
行
一
九
八
都
一
月

B
議
・
一
六
=
貝
一
、
三
0
0
円

茗
X
は
『
近
世
村
落
の
身
分
構
造
』
(
国
害
刊

村
会
、
一
九
八
四
年
)
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
研
究
で

す
で
に
学
界
で
」
局
い
計
仙
を
得
て
い
る
法
制
史
学

t心4 C.ι"'、ず'"剛r':1CI'M"'、'.'、CI':'1'r11C'1Cir.":"C':UC、'!"UC' '^'、1C""゛""'1"1C.

;,1:;コ11:J";',1:J".J":JI:J地.づ":J":J"J11;J叱jn.つιIJι11J11J"JI:JIL,鴫〆智づ、ブ=コ闘^,;0IJI;J,1JIL岡1、二M、二鴫:一州」川」吼;'^

-151-



研
究
の
方
向
を
示
唆
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

第
一
部
と
違
っ
て
、
第
二
部
「
日
本
の
な
か

一
、
、
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
わ
が
国
の
盟
を
扱
っ
磊

文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
近
世
の
近
畿
村

落
の
身
分
構
造
や
変
遷
を
扱
っ
た
「
江
戸
時
代
の

村
」
、
「
憲
法
お
し
つ
け
ら
れ
」
論
を
批
判
的
に
検

討
し
た
「
平
和
憲
法
の
誕
生
L
、
一
九
七
0
年
の

東
京
地
裁
杉
本
判
決
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
文
部

省
の
歴
史
観
や
「
器
主
義
L
 
の
歴
史
方
法
論
を

批
判
し
た
「
『
教
科
書
検
定
露
判
決
』
に
思
う
」

で
あ
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、
「
現
代
を
憂
う
」
と

『
池
袋
清
風
日
記
1
明
治
十
七
年
1
』

し
て
日
の
丸
の
歴
史
や
国
家
機
密
法
案
な
ど
に
関

す
る
三
編
の
小
論
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
法
制
史
の
入
門
書
と
し
て
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
わ
が
国
の
現
代
の
政
治
状
況
に
対

す
る
一
人
の
法
制
史
学
者
の
警
鐘
と
し
て
も
読
む

こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
法
制
史

は
、
「
法
に
か
か
わ
る
人
々
を
誤
っ
九
法
の
『
過

去
』
か
ら
解
放
し
、
正
し
い
法
の
『
歴
史
』
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
の
未
来
の
九
め

に
つ
く
す
こ
と
が
で
き
る
し
と
し
て
い
る
。
著
者

の
確
信
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
古
文
書
か
ら
わ

編
集
・
発
行
同
志
社
社
史
資
料
室

明
治
十
八
年
六
月
に
、
同
志
社
英
学
校
邦
語
神

学
科
を
卒
業
し
、
同
志
社
女
学
校
教
員
、
同
志
社

図
書
館
司
書
を
つ
と
め
た
池
袋
清
風
が
、
日
々
の

出
来
事
を
克
朋
に
記
録
し
た
明
治
十
七
年
の
日
記

全
文
が
、
こ
の
ほ
ど
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
た
。

清
風
の
こ
の
日
記
の
原
本
は
、
大
正
十
三
年
に

清
風
の
遺
族
か
ら
同
志
社
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
、
松
浦
政
泰
著
『
同
志
社
口
ー
マ
ン
ス
』
の
ほ

か
、
『
同
志
社
五
十
年
史
』
、
『
同
志
社
百
年
史
』

な
ど
の
編
纂
の
際
に
一
等
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
九
が
、
全
文
の
翻
刻
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。

学
生
生
徒
の
修
学
、
伝
道
を
は
じ
め
寮
生
活
、

教
員
(
外
国
人
教
員
を
含
む
)
の
動
静
な
ど
が
、

こ
れ
ほ
ど
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
例
は
、
目
下

の
と
こ
ろ
同
志
社
に
は
他
に
な
い
。
空
前
絶
後
の

リ
バ
イ
バ
ル
の
様
相
(
三
月
)
、
新
島
襄
校
長
の

二
度
目
の
外
遊
へ
の
旅
立
ち
(
四
月
)
、
徴
兵
令

改
正
に
と
も
な
う
学
内
の
動
揺
(
一
月
t
三
月
)
、

卒
業
式
(
六
月
)
、
彰
栄
館
の
建
設
(
七
月
1
九

月
)
、
キ
リ
ス
ト
教
演
説
会
と
そ
の
妨
晝
そ
の

他
、
重
要
な
記
録
が
少
な
く
な
い
。

t

が
国
の
古
い
史
料
ま
で
向
由
に
壁
こ
な
す
著
者

γ

の
す
ぐ
れ
詣
学
力
に
は
敬
服
す
る
ほ
か
な
い

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
語
学
力
だ
け
で
な

が
、

く
、
著
者
の
深
い
学
問
的
蓄
積
や
、
学
者
と
し
て

の
誠
実
な
生
き
か
た
も
十
分
に
伝
え
て
い
る
。
な

お
表
紙
カ
ヴ
ブ
ー
の
表
は
一
六
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス

の
封
譲
渡
状
、
裏
は
丹
波
国
桑
田
郡
日
置
村
の
村

座
掟
書
の
円
型
署
名
。
細
部
に
も
著
者
の
こ
ま
や

か
な
配
慮
が
み
ら
れ
る
好
著
で
あ
る
。
一
壁
お

勧
め
し
た
い
。

清
風
に
在
学
中
か
ら
桂
園
派
の
歌
人
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
寮
の
彼
の
居
室
で
の
和
歌
指
導
の

模
様
や
、
歌
人
と
の
交
友
の
記
録
は
、
近
代
文
学

史
の
資
料
と
し
て
も
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
明
治
十
七
年
に
清
風
か
ら
和
歌
の
指
導
を
う

け
て
い
る
寮
生
に
は
、
大
西
祝
、
安
部
磯
雄
、
湯

浅
吉
郎
、
三
輪
礼
太
郎
、
滝
能
武
太
ら
が
い
る
。

文
人
の
筆
に
な
る
だ
け
に
、
記
録
の
固
苦
し
さ

は
余
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

深
田
三
徳
尖
学
法
学
部
教
遅

上
・
下
各
一
 
0
0
0
円

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課

(
電
0
七
五
1
二
五
一
1
三
0
三
七
1
八
)
ま
で
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